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あ
る
糠
で
あ
ろ
、
少
く
定
も
中
脳
二
年
位
の
智
力
に

い
る
ミ
思
ふ
。
改
版
の
時
に
．
て
も
や
ば
ら
げ
て
頂
き

黒
い
虐
思
ふ
。
終
に
御
約
束
の
「
星
潤
め
ぐ
り
」
の
禺

る
．
慨
の
．
早
．
か
ら
ん
．
事
た
待
．
つ
衣
第
で
あ
ろ
。
　
（
．
編
．
輯

生
）　

　
　
ピ
ケ
リ
ン
グ
殺
授
よ
b
の
．
手
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
　
要

　
舶
月
末
小
生
の
数
箇
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ツ
ヤ
マ
イ
カ

島
の
ビ
ザ
ン
グ
敦
授
に
逡
つ
糞
が
其
の
返
信
が
最
近

に
到
着
し
六
〇
其
の
内
に
二
三
遊
星
襯
測
に
興
昧
あ

ろ
事
が
あ
っ
六
の
で
書
く
事
に
す
ろ
り

ス
ヶ
ツ
チ
に
甚
だ
良
く
叉
目
ば
甚
だ
よ
く
な
く
て
匡

な
ら
め
が
写
り
多
く
見
過
．
ぎ
て
居
る
ゆ
殊
に
無
い
所

に
運
河
」
他
見
て
居
ろ
丁
合
が
あ
る
。
此
れ
に
初
心
者

に
甚
だ
多
い
誤
で
あ
ろ
Q
よ
ほ
こ
確
だ
定
思
つ
れ
外

蓮
河
．
た
書
い
て
に
．
な
ら
ぬ
Q
，
．
本
四
に
見
え
て
居
る
二

つ
の
蓮
河
な
書
か
な
い
方
が
無
い
蓮
河
を
一
本
書
く

よ
り
も
よ
い
O
文
ド
小
生
の
．
ス
歩
ツ
チ
U
中
心
に
か
表

よ
り
過
．
ぎ
て
居
ろ
南
海
が
極
か
ら
離
れ
す
害
て
居

る
。
東
洋
．
に
於
け
．
ろ
．
魏
測
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
ゆ

痛
し
殆
ん
ご
襯
諜
者
に
無
い
ゆ
シ
ー
イ
ニ
ン
グ
に
標

惟
γ
の
ス
ケ
r
ル
な
富
戸
つ
六
方
が
．
よ
い
Q

．
編
輯
係
　
海
．
老
濠

　
九
月
な
つ
か
し
い
京
都
た
去
っ
て
か
ら
長
い
御
無

曲
沙
汰
か
山
谷
る
さ
ぜ
給
・
へ
O
實
ば
東
都
「
に
來
て
か
ら
山
佼

の
観
測
亡
、
書
の
計
算
書
に
魂
が
集
申
さ
れ
て
、
敢

え
て
禿
筆
な
払
ふ
の
心
に
蝕
裕
が
な
か
つ
糞
か
ら
で

す
。
併
し
年
も
立
ち
か
ば
り
、
此
期
に
元
込
を
再
び

振
ひ
お
一
し
て
、
「
恒
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
分
類
法
」

な
ろ
拙
稿
な
逡
み
に
至
矧
ま
t
れ
聯
か
申
諜
も
立
つ

れ
か
に
思
ば
、
れ
ま
す
。
愚
＼
．
ば
京
都
の
生
活
も
一
生

の
思
ひ
掛
の
種
．
ご
な
り
ま
す
。
夜
牛
す
ぎ
て
か
ら
槻

測
な
終
り
、
寒
ひ
併
か
も
晴
れ
て
星
の
乾
ろ
や
う
な

空
な
打
5
眺
め
つ
．
ふ
、
下
口
田
町
か
ら
寓
居
の
上
賀
茂

さ
し
て
、
．
加
茂
川
の
堤
防
に
自
韓
語
を
走
ら
ぜ
☆
記

憶
掛
忘
れ
が
六
ゼ
も
の
で
で
。
東
に
ぱ
比
叡
、
西
に

匡
愛
宕
．
の
．
山
々
．
．
が
暗
忌
習
え
、
實
玉
の
や
う
な
星
が

燦
然
ε
輝
ぐ
天
が
下
を
躍
り
走
る
。
思
ひ
出
し
て
毛

悲
愴
の
感
に
打
寄
れ
ま
す
ゆ
な
つ
か
t
き
上
賀
茂
．
の

山
麓
の
数
年
間
の
詫
び
す
．
ま
ひ
、
も
．
う
蝋
生
涯
あ
そ

こ
に
ば
佳
め
な
い
で
ゼ
う
か
ゆ
何
一
つ
取
り
柄
．
も
な

か
つ
．
六
賀
茂
の
部
落
其
れ
が
叉
な
く
忘
れ
が
カ
い
。

　
今
ば
東
都
に
さ
す
ち
ひ
同
じ
商
賞
ぱ
し
て
居
ま
す

が
叉
別
な
七
分
な
味
っ
て
ゐ
ま
ず
．
o
小
生
匡
初
め
匡

ス
ペ
〃
ト
勘
や
、
新
星
や
、
火
星
の
研
究
に
他
事
を

忘
れ
た
時
代
も
．
あ
り
ま
し
か
が
、
今
は
月
に
つ
い
．
て

函
丈
學
的
』
且
つ
丈
學
的
に
研
究
す
ろ
、
、
ミ
に
小
生

の
興
味
が
凝
り
か
カ
．
ま
っ
て
居
り
ま
す
。
春
の
夜
に

に
霞
の
面
紗
に
つ
、
．
ま
．
、
れ
て
灰
か
に
匂
ひ
、
一
秋
の
．
夜

に
に
艶
拭
き
さ
れ
唐
鮮
か
に
冴
え
る
》
あ
の
月
の
光

サ
が
．
」
う
．
し
イ
、
忘
れ
ら
．
ま
ぜ
う
。
「
月
夜
に
憧
れ
て
し

ヒ
．
申
す
オ
為
必
す
吐
い
て
江
湖
に
問
ひ
鉛
い
ε
決
心

し
《
居
．
り
ま
す
ぬ
．

ご
月
．
一
日
、
望
の
前
夜
、
銀
座
通
の
賑
か
な
京
橋
の

橋
昨
に
、
．
寂
t
く
月
た
仰
レ
で
露
り
、
認
．
め
ま
し
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
　
川
　
生

．
○
岡
山
支
部
一
月
通
信

一
、
．
十
三
日
．
午
後
二
時
か
ら
　
第
二
岡
山
申
學
校
で

通
．
俗
三
筆
魯
開
催
午
後
四
時
写
十
分
閉
會
、
引
績
寺

東
由
、
吐
．
月
．
に
於
て
晩
餐
會
准
催
し
れ
り

　
1
天
丈
蓬
航
海
　
　
　
元
船
長
　
岸
本
洗
太
郎
氏
．

　
　
改
皿
．
せ
ら
れ
カ
る
大
正
十
二
」
年
暦
に
つ
い
．
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
部
幹
．
事
　
水
野
．
千
里
氏

二
、
　
二
唖
n
ロ
午
後
一
睦
灯
＝
一
盲
†
分
か
四
．
P
り
、
第
⊥
ハ
宣
目
竺
サ
．
鮒
学

校
で
、
岡
山
．
物
理
學
會
主
催
の
連
績
講
演
會
第
一
、
画

が
催
．
さ
れ
　
左
の
講
演
が
あ
っ
六
Q
第
二
回
に
ご
月

三
．
日
、
．
第
三
回
ば
十
七
日
b
第
四
回
に
皇
月
三
日
で
．

終
了
の
操
定
で
あ
み
。

　
．
1
絹
醤
性
理
．
論
　
　
六
高
教
授
　
雑
賀
修
一
、
一
郎
氏

　
2
．
天
空
の
滑
歌
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
高
教
郷
雲
．
原
　
節
氏

三
》
水
野
支
蔀
．
幹
事
著
「
太
陽
の
親
類
め
ぐ
り
レ
に
愈

本
月
．
獲
熾
せ
ち
れ
為
菱
の
姉
妹
箪
星
座
め
ぐ
り
」
に

脆
稿
、
目
下
上
田
助
教
授
検
閲
．
中
で
あ
ろ
か
ら
、
蓮
．

か
ら
す
出
版
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
．
星
座
ば

大
正
十
二
年
暦
」
あ
る
も
の
が
順
次
に
記
さ
れ
て
あ

ろ
の
．
だ
亡

　
　
山
．
口
高
等
學
綾
支
部
新
設
．

山
口
高
等
墜
校
漆
箔
教
室
の
野
垣
寛
之
氏
の
．
御
鑑
力

に
由
刃
伺
校
一
本
會
の
支
部
た
新
設
し
、
同
氏
な
支
．

蔀
斡
事
に
御
願
し
れ
。

　
　
．
新
城
豊
富
一
博
士
の
御
．
寄
．
附

∵
同
博
士
に
本
會
の
事
情
な
御
同
情
下
ざ
れ
昨
年
十
二

丹
及
本
．
年
二
月
．
俄
、
爾
士
長
金
拾
圓
宛
毒
寄
附
冠
れ
▼

・
糞
。
叢
に
歯
し
で
慮
謝
の
意
な
表
す
。
　
會
計
係


